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１．長寿命化修繕計画の目的 

（１）背景 

� 函館市が管理する橋梁は、現在２５３橋ありますが、近い将来撤去を予定してい

る橋梁を除いた２３７橋のうち、建設後５０年を経過している“高齢化”橋梁は

７０橋で３０％を占めています。 

� ２０年後には、この割合が７８％を占め、急速に橋梁の老朽化が進みます。 

� この現状を踏まえ、今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに関する経費に

対し、可能な限りのコスト縮減への取組みが不可欠となります。 

 

 

 

  

建設後５０年以上の橋梁数の推移 

  

橋種別の橋梁数 

（２）目的 

� このような背景から、従来の事後保全的な対応から転換を図るため、定期点検に

よる橋梁の状態の把握を行い、予防保全的な対応を着実に進め、橋梁の長寿命化

と修繕・架替えに係る費用を縮減するとともに、重要な道路ネットワークの安全・

安心を確保していくために、長寿命化修繕計画を策定します。 

10 年後（2032 年） 現在（2022 年） 20 年後（2042 年） 



 

 

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

� 対象橋梁は、市街地の小河川に架かる橋梁が多く、橋長１５ｍ未満の橋梁が約

７０％程度となっており、橋長１５ｍ以上のものは主に２級河川に架かる橋や

跨線橋となります。 

 

 
橋長区分別の橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針  

（１）健全度の把握に関する基本的な方針 

� 点検マニュアル（北海道市町村橋梁点検マニュアル（案）平成 27 年 8 月）に基づ

き、定期点検を実施し、橋の健全度を把握します。 

� 道路の交通量、橋梁の架橋条件、橋梁形式、橋長などから各橋梁の重要度を示す

維持管理区分 A～D を定め、修繕の優先順位を決定します。 

� 点検および修繕した結果は、橋梁点検調書等に記入し、電子データを随時更新す

ることで、損傷状況などのデータ蓄積を図ります。 

 

維持管理区分 

（重要度） 
橋梁条件 

A 

 

 

 

高い 

1.第三者被害を及ぼす可能性のある橋梁 

2.緊急輸送路にある橋梁 

3.交通量 3000 台以上/12Ｈの橋梁 

4.塩害影響地域にある橋梁(DID 地区内) 

5.孤立する集落がある橋梁(車両進入不可) 

*1 以外は区分Ｄを除く 

B  
1.維持管理区分Ａ以外で橋長 15ｍ以上 

*区分Ｄを除く 

C  
1.維持管理区分Ａ以外で橋長 15ｍ未満 

*区分Ｄを除く 

D 低い 

1.交通量 400 台未満/12Ｈの橋梁 

2.函渠 

3.人道橋（第三者被害のない橋梁） 

 

 

（２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

� 損傷に対する日常の地道な対応が橋梁の長寿命化を推進するうえで有効であるこ

とから、比較的容易に対応が可能なものは日常の維持作業において実施します。 

� 排水桝や沓座の土砂詰まり・堆積は、滞水・漏水により床版や桁端部、支承の損

傷に悪影響を与えることから、日常からこまめな維持管理に努めます。 

 

 

 

 



 

 

４．対象橋梁の長寿命化および修繕・架替えに係る費用の

縮減に関する基本的な方針 

基本方針 

 損傷が発生してから対応する事後保全型の管理から、劣化の進行を予測して適切な

修繕を行う予防保全型の管理として、修繕・架替えに係る事業費の大規模化を回避し、

ライフサイクルコストの縮減を図ります。 

 

（１）劣化予測・ライフサイクルコスト計算 

� 対象橋梁の修繕・架替えに係る費用については、橋梁マネジメントシステム（略

称：BMS）を用いて、最適な補修時期および補修費用のシミュレーションを行い、

ライフサイクルコストを縮減します。 

 

（２）優先順位付け 

� BMS のシミュレーション結果と、各橋梁の損傷状態から総合的に判断して、修繕

の優先順位付けを行います。 

 

良い - - - -
【6橋】 【4橋】 【5橋】 【7橋】 【22橋】

9 10 11 12
【47橋】 【17橋】 【6橋】 【88橋】 【158橋】

5 6 7 8
【8橋】 【7橋】 【3橋】 【38橋】 【56橋】

1 2 3 4
悪い 【0橋】 【0橋】 【0橋】 【1橋】 【1橋】

【61橋】 【28橋】 【14橋】 【134橋】 【237橋】

合計

※【　】内は該当する橋梁数を示す。

Ｃ 区分

 

Ａ 区分 D 区分

Ⅰ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ｂ 区分

合計

橋梁の

健全性

維持管理

区分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（３）予算の平準化 

� 各橋梁の補修内容の精査や工事時期の調整を行い、今後１０年間の各年度の補修 

費用を平準化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５．集約撤去など費用縮減に関する具体的な方針 

� 管理橋梁の老朽化に伴って増大することが予想される維持管理コストへの対応と

して、集約化や撤去可能な橋梁がないか検討します。 

 

� 令和８年までに判定区分ⅢおよびⅣとなった橋梁のうち２橋を集約化・撤去等を

行い、維持管理コストを５百万円縮減することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

６．新技術等の活用および費用縮減に関する具体的な方針 

（１）新技術の活用 

� 法定点検や修繕等の実施の際には、事業の効率化が期待できる技術を推進し、新

材料や新工法等の新技術の活用を検討します。また、増大する維持管理費用の縮

減のため、新技術等を検討するほか、利用実態や周辺環境の変化を考慮して、集

約化・撤去を検討します。 

 

（２）費用の縮減 

� ２０２６年（令和８年）までの５年間に修繕を実施する橋梁のうち、１０橋につ

いて、費用の縮減や事業の効率化等の効果が見込まれる新技術（あるいは新技術

に類する技術）を活用し、３００万円程度のコスト縮減を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

７．長寿命化修繕計画による効果 

今後６０年間の橋梁保全更新費用のシミュレーションの結果、大規模補修・更新で

は、累計費用が約９５０億円程度、予防保全では約３８０億円程度であり、予防保全

によるコスト削減効果は約５７０億円程度が見込まれます。 

 

コスト削減効果＝５７０億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BMS シミュレーション結果 

 

※予防保全シナリオ：損傷が顕在化する前に予防保全的に対策を行う。 

 事後保全シナリオ：損傷が顕在化した後に事後保全的に対策を行う。 

 大規模補修・更新：使用できるだけ使用し大規模補修・更新を行う。 

 LCC 最小シナリオ：各補修シナリオの中で評価期間中の LCC が最小となる 

シナリオ。 

 

 

※この計画により算定された費用は、今後、点検や修繕を実施していく過程で見直す 

 可能性があることから確定しているものではなく、将来の予算を担保するものでは 

 ありません。 

 

 

 

  

 

５７０億円のコスト削減 
950 億円 

380 億円 


